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○本講座について

①家庭教育を巡る現状について

②愛知県の家庭教育支援

③「家庭教育支援」と「子育て支援」の違い

〇「受講者とのつながりづくり」

愛知県教育委員会 あいちの学び推進課
家庭教育担当

【講座１】
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座

本講座について
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地域全体で子育て中の保護者や家庭教育を

支援することが必要になっている

講座の目的

地域で、子育て中の保護者や家庭教育（子育て）
を支える立場となっていただける方を広げる。

⓪ 本講座について
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修了証の交付について
93人昨年度の受講者
23人本講座を既に修了している方
28人団体に所属している方
63人6単位受講した方

＜受講対象者＞
家庭教育支援や子育て支援に関心のある方な

ら、どなたでも受講可

＜自己研鑽の場＞
・一講座のみの受講も可
・講座の聴講のみも可

⓪ 本講座について
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修了証を取得された方へ

【修了者】

★「愛知県子育てネットワーカー」として登録

★「『親の育ち』家庭教育研修会」の講師として登録

⓪ 本講座について
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愛知県が主催する「『親の育ち』家庭教育支援者
養成講座」を修了した、家庭教育支援を行う地域
ボランティアとしての「称号」

愛知県子育てネットワーカーとは

県

市町村
子育てネット
ワーカー

登録者名簿の提供
活用依頼

自主的・主体的に活
動することを基本

行政と連携して活動する場合も

⓪ 本講座について
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●親子のふれあい交流会

●家庭教育講座や研修会

●家庭教育・子育て支援者の養成

●情報誌の作成・発行、メール配信

●その他（相談活動、読み聞かせ、託児）

県に登録後、各市町村で活動
※各市町村に子育てネットワーカーの名簿を送付

子育てネットワーカー（334名登録）

⓪ 本講座について
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座

家庭教育を巡る現状について１
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① 家庭教育の役割

① 家庭教育の位置付け
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① 第４期教育振興基本計画

① 家庭教育の位置付け

「（いつも＋時々）感じる」

「子供を通じて関わっている人はいない」

令和６年度家庭教育の総合的推進に関する調査研究 ～家庭教育についての保護者へのアンケート調査より～

子育ての悩みや不安

令和５年度 70.3％
（内いつも 16.1％） （内いつも 18.8％）

子育ての悩みの相談相手・地域との関わり

＜県の基本方針＞
「家庭教育支援を本当に必要としている人に届ける」

令和６年度 70.0％

令和５年度 28.1％ 令和６年度 29.6％

「子育ての悩みを相談できる人がいる」

令和５年度 40.0％ 令和６年度 35.6％

① 家庭教育の位置付け
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愛知県の家庭教育支援2

② 相談活動
家庭教育コーディネーター・ホームフレンドの派遣

不登校を中心とする家庭教育上の問題行動について、訪問等による相談・助
言等の行う。

教員OBを県や各教育事務所・支所に配置：17名

161人の保護者に対し、のべ4,895回の活動

家庭教育コーディネーター

ホームフレンド

大学生ボランティアを各教育事務所・支所に配置：33名

107名の児童生徒に対し、のべ676回の活動

相談・助言

話し相手・遊び相手
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保護者からの子育ての相談に応じたり、子育てサークル等の活動を行ったり
支援したりする家庭教育支援者を養成・育成する。

② 指導者の育成
「親の育ち」家庭教育支援者養成講座

幼稚園や保育所、小中学校等で保護者を対象に開催される家庭教育に関する
研修会に子育てネットワーカーを講師として派遣する。

＜テーマ例＞
●思春期の子どもとの向き合い方について
●子供の褒め方・叱り方

県内16会場で開催
（令和７年度）

② 学習機会の提供 「親の育ち」家庭教育研修会
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（【HP検索】愛知県 あいちっこ 学習プログラム）
https://www.pref.aichi.jp/site/kateikyouiku2/katei-manabi-program.html

② 学習機会の提供 あいちっこ「親の学び」学習プログラム

仕事で家庭教育に関する研修会等に参加できない保護者等が、仕事と子育て
の両立や家庭における親の在り方等を学べるよう、希望する企業（職場）に講
師を派遣する。

＜演題例＞
●『勇気づけの子育て』
●『心をつなぐコミュニケーション』 県内４企業で開催

（令和７年度）

② 学習機会の提供 職場内家庭教育研修会
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県内６地区において、地区家庭教育推進協議会を設置し、家庭教育関係者が、
市町村をこえた情報交換を行ったり、地域におけるきめ細かな教育支援の方策
についての協議を進めたりしている。

② 地域活動の推進 地区家庭教育推進協議会

20

家庭と行政との架け橋となる市民グループの存在が、き
め細やかな家庭教育支援体制を構築するために重要な役
割を果たす。

愛知県の家庭教育施策の方針を具現化するために

市民グループなど、地域人材の家庭教育支援活動への参画
を促し、その活動の支援を図る。

② 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置
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＜問題意識＞
●行政と家庭教育支援チームとの関係づくりができていないため、チー
ムの活動を行政の施策に生かせていない。

●登録のメリットを感じてもらえるような手立てが打てず、登録数が増
加しない現状にある。

21

家庭教育支援チームとの交流

登録のメリット感を、登録チームや市町村にもたせることが必要

＜愛知県の家庭教育支援チームの状況＞
・現在、35チームが登録
・NPOや市民サークルが自主的に立ち上げたチームが多い。

家庭教育支援
チーム活動紹介

② 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置

前半は研修会を実施し、家庭教育支援チームと自治体の連携のあり方につ
いて学ぶ機会をもち、後半は学んだことをもとにグループごとに、情報交
換会を行いました。

愛知県家庭教育支援チーム交流会

＜参加者の声＞
・家庭教育支援チームがない行政職から、本交流会後に「本市に設置したい」という声
があったと聞いた。裾野を広げる一助になったと感じた。

・家庭教育支援チームと目的を共有したり、交流したりすることから連携が始まるため
改めて時間を設けて家庭教育支援チーム同士との交流を図りたい。

② 地域活動の推進 家庭教育支援チームの設置
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「家庭教育支援」と「子育て支援」の違い３

「子育て家庭を社会全体で支える」
という共通の目的

事業内容の重なり、施策の隙間が生じる懸念

子育て支援（保健福祉部局）家庭教育支援（教育委員会）項目

子育て支援課・保健センター社会教育課・生涯学習課主体

福祉的・実務的教育的・予防的性質

子育て環境の整備親の教育力向上目的

③ 連携の必要性
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③ 地域の関係機関や関係者との連携状況
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③ 地域の関係機関や関係者との連携状況



14

27

③ 地域の関係機関や関係者との連携状況

文部科学省 家庭教育支援チーム調査からみる「自治体×民間団体」連携マニュアルより（令和6年度）

関わりある自治体や部局について

NPO法人団体

家庭教育
支援チーム
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③ 地域の関係機関や関係者との連携状況

文部科学省 家庭教育支援チーム調査からみる「自治体×民間団体」連携マニュアルより（令和6年度）

自治体×民間
の連携による
活躍事例

自治体×民間
の連携の課題
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③ 「アウトリーチ型支援」の普及・定着に向けた検討の視点

【有効な内容や方法を具現化】

「受講者とのつながりづくり」

オンラインのブレイクアウトルームを使用します。
各グループの取り回し（司会者）は、グループ内で
相談して決めてください。

今後の講座についても、オンラインのブレイク
アウトルームを使用することがありますので、
使い方に慣れていきましょう。
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(1) 情報交換①（５人によるグループワーク）
「講座に参加した動機について」（15分）

(2) 情報交換②（４人によるグループワーク）
「講座で学んだことをどう生かしていくか」（15分）

☆順番に話をしていき、残りの時間はフリートーク
※時間は目安です。話の途中で終わることもありますので、
時間を見ながらグループワークを進めてください。

御清聴、ありがとうございました

32

【参加者アンケート】
本日から８月４日まで
に御回答ください。


